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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは日本・トルコ関係史にかかわる基礎的史料の発掘・

収集を行い、データベースを構築しながら、従来看過されてきた関係史の推移の解明に成果を

あげた。日本語史料では、日本語新聞・雑誌史料、大久保幸次氏関連の写真史料・稿本史料、

在日タタール系トルコ人の個人アルバム・書簡を発掘・分析した。トルコ語史料ではイスタン

ブル総理府古文書総局（BOA）所蔵の現在閲覧可能な約 1750 点の日本・トルコ関係文書の全て

を電子複写収集、オスマン語逐次刊行物・新聞の現物・デジタル収集を行い、分析した。 

 
研究成果の概要（英文）：We achieved the detailed facts about the relationship between 
Japan and Turkey, which was overlooked for a long time in both countries, depended on the 
constructing the basic database of the various source materials.  As the Japanese source 
materials; various Japanese newspapers and periodicals, the private sources belong to 
Prof.Koji ÔKUBO, the photographs and letters of Tatar-Turkish exiles in interwar Japan 
and so on.  As the Turkish source materials; about 1750 items of official archive 
documents of the Ottoman Archive in Istanbul (BOA), various the Ottoman newspapers 
and periodicals and so on. 
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１．研究開始当初の背景 
日本とイスラーム世界との関係史は国

内・国外において長らく看過されてきた研究
課題である。明治維新以降に創始された日本
によるイスラーム世界への接触は、やがて戦

前・戦中期の「回教政策」の枠内に収束して
いき、戦後において全面的に否定されるに至
った。このため現代の日本においてイスラー
ム世界との関係は戦後復興における石油輸
入に始まるかのように認識されている。戦後
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において戦前・戦中期における「回教政策」
立案・実施の詳細は学術的に精査されること
なく封印されてしまったのである。一方、同
じく近代のイスラーム世界では中核を担っ
たオスマン帝国が、内からは構成諸民族の独
立運動と外からは英仏を中心とするヨーロ
ッパ列強の進出とによる混乱のなかにあっ
て第一次世界大戦によって瓦解し、ヨーロッ
パ列強の植民地体制下に組み込まれた「中東
諸国家体制」へと移行した時期にあたる。こ
のため、イスラーム世界からは非ヨーロッパ
列強への対抗手段として日本への接触を図
られていた。しかし日本との関係が充分に構
築される前に第２次世界大戦へと至り、戦後
に独立を果たした新興の中東諸国家では、戦
前のように日本との関係を構築する必要性
も消失してしまった。こうした背景のもとに
近現代における日本とイスラーム世界との
関係は、国内・国外において長らく研究され
ることがなかったものの、ようやく近年その
重要性が認識されて複数の研究が始動して
いる。本研究もこうして研究動向のもとに日
本とイスラーム世界との関係史の学術研究
の一環として立案されている。 
イスラーム世界の中でもトルコに限定し

て日本との関係史を対象とするのは次の理
由からである。現在の日本の研究プロジェク
トでは、日本の「回教政策」の再評価を中心
課題として、中国・韓国・インドネシアとい
った東アジア・東南アジアにおけるイスラー
ム教徒との関係が主たる課題とされていて、
イスラーム世界の中核である西アジアのイ
スラーム教徒との関係が充分に研究なされ
ていない。単に日本を視座に置くのではなく、
日本とイスラーム世界との関係を視座に置
くとすれば、日本とイスラーム世界の中核地
域たる西アジアとの関係を研究することが
急務である。近現代において西アジアの大部
分はオスマン帝国（1299～1922 年）によっ
て占められ、「スルタン＝カリフ制」の着想
のもとに全イスラーム世界はオスマン帝国
の君主たるスルタンのもとに精神的に統合
されるとされていた。前近代においては陸海
のシルクロードを介してイスラーム世界と
東アジアとの交流がみられていたものの、近
代におけるヨーロッパの台頭以後、その関係
は途絶えがちに陥った。近代に至り明治維新
以降、日本がイスラーム世界との接触を積極
的に試みだすことによって両者の関係構築
が新たに試み始められたのである。すなわち
近代に創始された日本とオスマン帝国（のち
のトルコ）との関係は単なる両国間の関係に
留まらず、西アジアを中心とするイスラーム
世界と、日本さらには東アジアという２つの
異文化世界の関係を再構築するものでもあ
り、日本とイスラーム世界との関係史のなか
でも重要な研究課題である。 

研究代表者は、いくつかの研究プロジェク
トならびに内閣府中央防災会議下の専門調
査委員会小委員会に参画して、日本とオスマ
ン帝国との関係構築の契機である 1890（明
治 23）年の「エルトゥールル号事件」を日本・
トルコ双方の文書史料を発掘しながら解明
してきた。その過程において、両国の関係史
が重要でありながら、基本的な事実関係です
ら未だに充分に検証されておらず、関連する
史料の発掘・整理・分析も非常に遅れている
現状を見てきた。特に関連する文書史料のう
ち幾つかは、戦災や行政機構の変革により喪
失してしまったものが少なくない。こうした
経験から日本・トルコの双方において急ぎ史
料の発掘・収集・整理を行いつつ、学術研究
を推進しながら、その重要性を広く公にして
いく必要性を痛感し、本応募プロジェクトを
着想するに至った。本研究によって従前の日
本とイスラーム世界との関係にかかわる地
域研究の不足分を補い、発展に寄与させるこ
とが可能となる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本・トルコ関係史を歴史学研
究として学術的に研究する上において不可
欠となる基礎史料の発掘・収集を行いデータ
ベースを構築しながら、従来まで学術的研究
の俎上に取り上げられることが稀有である
日本・トルコ関係史の推移過程を明らかにす
ること目的とする。 
具体的には、第一に日本とトルコの双方に
おいて明治時代に創始された日本とトルコ
との関係史にかかわりながら埋没してしま
っている史料の探索・発掘・収集を行うこと
にある。対象とする史料は、基本的に両国の
公文書類などの１次史料と、近現代の新聞・
雑誌などの２次史料とである。両史料の組織
的な収集による体系的データベースの構築
が望まれる。そこで日本・トルコの双方にお
いて新聞・雑誌を徹底的に複写収集して、時
系列的な日本・トルコ関係史の推移過程の年
表形式に整理する。また史料を電子画像化し
て、二次使用が可能にすると共に、史目録を
作成して、電子媒体・目録のよるデータベー
スを構築する。 
上記の一連の作業を通じて、史料に依拠し
た日本とトルコ関係史の全体像を提示し、日
本とイスラーム世界との関係全体の中にお
ける、日本とトルコ関係史の果たした役割を
明らかにしようとするものである。 
 
３．研究の方法 
まず研究の前提となる、日本・トルコ関係
史の史料データベースを構築するために、研
究体制として「日本語史料部門」と「トルコ
語史料部門」の２つに分けて、トルコにおい
ては研究代表者と知己である複数のトルコ



 

 

人研究者を研究協力者と迎え入れて、共同で
日本とトルコの双方において日本・トルコ関
係史にかかわる史料を徹底的に発掘・複写収
集・分析調査を行う。 
(1)日本語史料部門 
 本部門においては、１次史料（文書類）と
２次史料（新聞・雑誌など公刊されたメディ
ア史料）とに区分しながら、両者の探索・収
集を並行して進める。 
 １次史料として、日本・トルコ関係史の起
点であるエルトゥールル号事件（1890 年）、
戦前・戦中期にソ連から満洲を経て日本に亡
命してきた在日タタール系トルコ人の活動、
彼らと接触して日本におけるトルコ研究の
創始者となった大久保幸次（1887～1947 年）
氏関連私文書・公文書、第 1次世界大戦後に
イスタンブルに創設された日本大使館およ
び商工省が設立したコンスタンチノープル
（イスタンブル）日本商品館関連の公文書な
どを、国立公文書館、外交史料館、防衛省防
衛研究所附属図書館などの国内の諸機関、個
人所蔵の文書史料を探索・入手・複写してデ
ータベース化し、その分析を行う。 
 ２次史料として、第１に明治以降に刊行さ
れた新聞においてトルコ関連記事の探索・複
写収集・分析を通して、日本・トルコ関係史
の時系列的推移過程を明らかにする。調査可
能な新聞を全て対象とするが、既に昭和 30
年までの新聞記事データベースを自社で構
築した『読売新聞』を基軸として、その他の
新聞記事の探索を行う。第２に、雑誌に関し
ては、新聞と同じ作業も可能であるが、実際
に日本・トルコ関係に特化して２つの専門誌
の探索・複写収集・分析を行う。具体的には、
両誌ともに大正～戦前期の日本・トルコ関係
史の基本的史料である、日本とトルコとの間
に外交関係が構築後に両国の親善友好目的
で東京に創設された日土協会の機関誌『日土
協会会報』（全 28号、1926～1945 年）、及び
大阪に開設された日本とトルコとの貿易振
興組織である大阪商工会議所管轄下の日土
貿易協会によってイスタンブルにおいて出
先機関として設けられたコンスタンチノー
プル（イスタンブール）日本商品館の機関誌
である『コンスタンチノープル日本商品館館
報（後にイスタンブール日本商品館館報と改
称）』（全 90号、1930～37 年）およびタイプ
印刷のパンフレット類の探索・複写収集・分
析調査を行う。 
(2)トルコ語史料部門 
 本部門においては、先行して19世紀末に
おける日本・トルコ関係史を研究のためにト
ルコ共和国イスタンブルの総理府古文書総
局、諸図書館において古典トルコ語であるオ
スマン語（アラビア文字表記のトルコ語）史
料調査に実績を有している研究代表者を中
心しながら、研究代表者の知己である、複数

名のトルコ人研究者たち、またトルコ人研究
者は上記に限ることなく、適宜必要に応じて
研究協力者として参画を願うこととする。ト
ルコ人研究者とはＥメールなどで日本から
常時緊密な連絡を取り合いながら、さらに本
年度は研究代表者が短期集中してトルコに
出張して、トルコにおける１次史料・２次史
料の発掘・複写収集・分析調査を行う。 
 １次史料として、19世紀末からの日本・ト
ルコ関係公文書史料の所在調査・複写収集・
分析調査を行う。第１に 1922 年に至るオス
マン帝国の公文書史料については、既に研究
代表者の先行研究によってイスタンブルの
総理府古文書総局オスマン文書館所蔵分の
約900点の手書きオスマン語文書の現物確認
と複写収集を終えている。これらに関して、
上記のトルコ人研究者と協力して分析・整
理・現代トルコ語への校訂を行ってデータベ
ースの構築を図る。その他の機関に所蔵され
るオスマン語文書については、トルコ人研究
者に委託して所蔵調査・複写収集を進める。
第２に 1923 年以降のオスマン帝国の後継国
家たるトルコ共和国の公文書史料のうち、ア
ンカラの総理府古文書総局共和国文書館所
蔵の公文書について、所蔵調査・複写収集・
分析を進める。 
 ２次史料として、第１に新聞史料について、
エルトゥールル号事件以降の日本・トルコ関
係史にかかわるオスマン語新聞記事の複写
収集・分析調査を進める。トルコにおける日
本･トルコ関係史研究において新聞・雑誌史
料の利用度は極めて不充分である。第２に雑
誌史料については、オスマン帝国～トルコ共
和国期を通じて、図版・写真入り総合的文化
雑誌で日露戦争報道に寄与した『Servet-i 
Fünun』（1891-1944 年）、最も代表的なパン・
イスラーム主義雑誌である『Sebilür-Reş�ad 
(Sırat-ı Müstekim)』（1908-1956 年）、さら
に『Resimli Kitab(1908-1913 年)』における
日本関係記事の探索・複写収集・分析を行う。 
 
４．研究成果 
(1)史料データベースの構築 
 研究目的に即して、研究の基礎となる日本
語史料・トルコ語史料にかんして、発掘・収
集して史料データベースを構築することが
できた。 
①日本語史料 
 日本・トルコ関係の起点とされる、日本を
訪問したオスマン軍艦エルトゥールル号が
帰途上に遭難した事件（1890 年）にかんする
日本語史料を徹底収集し、同事件を契機にイ
スタンブルへと渡った野田正太郎・山田寅次
郎、および山田の勧言でイスタンブルに開設
された中村商店、20世紀初頭に派遣されたト
ルコ駐在武官関係史料、第 1次世界大戦を契
機とした日本陸軍・海軍の地中海進出政策関



 

 

連史料、1928 年に商工省によってイスタンブ
ルに開設された日本商品館や両国間関係の
推進のために設立された日土協会などの諸
団体・機関の刊行物などの諸史料、戦前・戦
中期の在日タタール系トルコ人および彼ら
と交流を通して日本のトルコ研究の創始者
となった大久保幸次（1887～1947 年）の手
稿・写真など私文書史料を発掘・収集した。
これらのうちデータベース成果として、『日
土協会会報』を全てスキャン・電子化したＤ
ＶＤ史料集とし、東京回教学校 10 周年記念
写真帖を復刻印刷した。 
②トルコ語史料 
 １次史料として、イスタンブルの総理府古
文書総局オスマン文書館（ＢＯＡ）に所蔵さ
れ、現在閲覧可能な諸文書から、日本・トル
コ関係文書（冊子体文書・紙片文書）約 1,750
点を全て電子複写し、データベース化するこ
とができた。新規文書は今後も公開されるが、
このデータベースは今後の研究の大きな基
盤となる。またアンカラの総理府古文書総局
共和国文書館（ＢＣＡ）所蔵のトルコ共和国
期史料に関しては、トルコ人研究者の協力を
仰いで、約 200 点あまりを収集したものの、
公開制限もあって、今後の課題となった。 
 ２次史料として、両国関係にかかわるオス
マン語・トルコ語の新聞・逐次刊行物史料の
なかで、特に著名なグラフ誌のうち、オスマ
ン帝国～トルコ共和国期を通じて、図版・写
真入り総合的文化雑誌で日露戦争報道に寄
与した『Servet-i Fünun』（1891-1944 年）、
最も代表的なパン・イスラーム主義雑誌であ
る『 Sebilür-Reş�ad (Sırat-ı Müstekim) 』
（1908-1956年）、『Resimli Kitab』(1908-1913
年)にかんして、その殆ど全てを現物・電子
収集して、データベース化した。これらのう
ち『Resimli Kitab』にかんしてはＤＶＤ史
料集として刊行した。また日本語史料探索途
上で発見した東京回教印刷所が刊行したタ
タール系トルコ刊行物に関しても、研究協力
者である Merthan DUNDAR 准教授と共同で、
ＤＶＤ付史料集として刊行したことも大き
な成果である。 
 
(2)関係史の推移過程 
 発掘・収集した史料をデータベース化した
うえで、それらを分析して下記のように 1890
年以降の日本・トルコ関係史の推移過程につ
いて、新たな発見を得ることができた。 
①エルトゥールル号事件（1890 年） 
同事件に関して、既知・未知の日本語史

料・トルコ語史料をデータベース化して分析
することから、事件の推移や生存者のオスマ
ン帝国送還に至るまでの詳細を解明し、生存
者数をはじめ従前の情報の誤りを修正、新事
実を付して、その成果をトルコにおいて学会
報告し、また両国関係 120 周年記念日本語出

版物の監修を行った。 
②中村商店と山田寅次郎の役割 
 今まで日本・トルコ関係における重要人物
と目されていた 19 世紀末以降のイスタンブ
ルにおける山田寅次郎の活動を、徳富蘇峰宛
書簡など、田健治郎などの日本人たちの旅行
記やオスマン帝国公文書など埋もれていた
諸史料を日本・トルコ両国において発掘・分
析し、山田の自叙伝の叙述に誇張・錯誤を正
して、山田の実際の役割を評価しなおし、大
阪の中村家によってイスタンブルに開設さ
れた中村商店の位置や商業内容、および店主
の中村健次郎およびその後継者である中村
栄一の役割を解明して、学術論文およびトル
コ語図書（脱稿済、2011 年内刊行）としてま
とめた。 
③20世紀初頭における陸軍トルコ駐在武官 
 今回の調査で、日本陸軍が両国間国交樹立
前に 1907 年から 12年まで森岡守成・佐藤小
次郎・村岡長太郎の 3名を駐在武官としてイ
スタンブルに派遣していた事実を見出し、日
本・トルコ双方の諸史料を発掘、それらに基
づき彼らの活動実態を解明した。 
④第 1次世界大戦後の関係 
 従前、この時期の関係については全く不明
とされてきたが、日本陸軍・海軍ともに、第
1 次世界大戦における戦勝国の立場を利用し
て地中海方面への進出を模索していた。その
ためにシベリア出兵時にロシア収容所から
解放した約 1000 名のオスマン帝国捕虜を日
本によってイスタンブルへと護送する計画
をたてながら、地中海において輸送船の平明
丸がギリシア側に拿捕される事件を招いた。
この「平明丸事件」にかんして、日本側の諸
公式文書を探索・収集・分析してその詳細を
解明し、トルコにおいて学会発表を行った。 
⑤戦間期における日本の対トルコ貿易政策 
第 1次世界大戦後に日本・トルコ間に初め
て国交が締結されると、通商関係構築も推進
された。従前まで、小幡酉吉大使が招聘した
近東貿易会議が研究されていたが、小幡大使
は、さらに日本商品見本市を開催し、コンス
タンチノープル（イスタンブル）日本商品館
設立を提唱していたことが、日本・トルコの
諸資料によって確認された。こうして設立さ
れた日本商品館は、イスタンブルの出先機関
として 1937 年まで大きな役割を担っていた
ことが、同商品館館報とパンフレット類、さ
らにはトルコ側の新聞・写真史料によって確
認できた。この発見について、学術論文なら
びにトルコ語図書（脱稿済、2011 年内刊行）
としてまとめた。 
⑥戦前の在日タタール人 
従前、1938 年に開堂した東京モスクに関す
る研究があったものの、その設立母体であっ
た在日タタール人たち共同体の実施に関し
て不明確であったが、満洲から渡日したクル



 

 

バンガリーが東京で設立した東京回教団お
よび 1927 年に同団が設立した東京回教学
校・東京回教印刷所（後年、この施設に隣接
して東京モスクが設立）にかんして、印刷所
の出版物の殆どを発掘、回教学校の設立 10
周年記念アルバムを発掘して、これらに基づ
き、その実態を解明した。 
また彼らを接触して日本におけるトルコ

研究の創始者となった大久保幸次（1887～
1947 年）氏の手稿・写真などの個人史料を発
掘し、大久保の活動を明らかにした。 
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